
令和７年度 台東区立竹町幼稚園 経営計画 評価・改善策 

令和８年 ２月 ６日 作成 

教育目標            元気いっぱい  夢いっぱい  やさしい心の竹町の子   

目指す幼稚園像   ・幼児期を幼児らしく、のびのびと豊かに生活できる幼稚園 ・保育の質の向上を図り、個の育ちと協同的な学びの場を保障する幼稚園 ・家庭や地域と連携し、幼児・保護者・教職員が共に育つ幼稚園 

目指す幼児像    ・体をよく動かして遊ぶ、健康な幼児   ・人や自然を愛し、心の豊かな幼児   ・好奇心をもち、すすんで考え創意工夫をする幼児   ・友達と助け合い、楽しく遊べる幼児 

目指す教師像    ・保育を楽しみ、一人一人の育ちを大切に促す教師 ・互いに信頼し合い、協力し合う教師 ・向上心をもち、自己研鑽できる教師 ・保護者、地域と連携し園運営に参画する教師 

   

領 

域 

中期経営目

標 
短期経営目標 具体的方策 

取組に関する目標及

び数値 

評価 成果に関する目標及

び数値 

評価 
取組例 評価・改善策 学校運営連絡委員の評価 

幼
児
期
を
幼
児
ら
し
く
豊
か
に 

生
活
で
き
る
幼
稚
園 

・幼児期を
幼児らし
く、伸び
伸びと豊
かに過ご
すための
教育環境
を充実さ
せ、心身
ともに健
康でたく
ましく生
きる幼児
を育む幼
稚園を作
る。 
 

・新しい生
活の仕方
を意識
し、健康
に配慮し
た生活の
仕方を身
に付け
る。 

幼児が自ら体
を動かそうと
する意欲や態
度を育て、自
然に対する関
心を深めた
り、季節感を
感じた生活を
展開したりす

る。 

計画的な校庭・体
育館や公園の使用
と遊び場の環境構
成の工夫により、
体を動かす楽しさ
を体験し、自ら体
を動かす意欲を育

てる。 

・週４回以上、校庭・
体育館や公園を使
用し、体を動かす
遊びを計画的に取
り入れ、週案に記
載する。 

・生活の中で、衛生・
安全に配慮し、手
洗い、うがいを自
分から進んで行え
るようにする。状
況に応じて消毒を
取り入れる。 

 

 
 
 
 
 
４ 

自ら戸外に出て遊ぶ
幼児の増加。 
運動遊びに積極的に
取り組み、ルールを
守って遊ぶ幼児の増
加。 
運動能力測定の実施
と数値の向上。 
集団で道路を歩く経
験をして、公共の場
でのマナーを身に付
ける。 

 
 
 
 
４ 

・鬼遊び・かけっこ  
・ボール遊び 
・なわとび 
・巧技台 ・大型マッ
トを使った遊び 

・表現活動を含めて
体幹を強くする遊
び 

・近隣の公園に予備
日も含めて必ず遊
びに行く。 

・保護者に引率のお手伝いを願い、柳北公園の園外保
育が実施できた。次年度は２か所予定する。天候に
左右されるため、予備も含めて計画をしておく。 

・週案に具体的な活動内容や用意して、置く物などを
記載して計画的に実施する。 

・生活習慣の手洗い・うがい等の指導は、戸外遊びか
ら戻った時や食事前と必要に応じて行えるよう、掲
示などで教師も子も意識できるようにする 

・3 歳は、体育館や校庭での一斉活動を進めることが
難しかった。担任が小学校と調整をして入れてもら
う。 

 

年間を通じた計画
的な栽培活動を通
して、身近な自然
に対する興味・関
心を深めていくよ
うにする。また、
親子で植える活動
をして、保護者も
できる時に子供と
水やりや観察をし
て生長を楽しめる
ようにする。 

・各年齢に適した花
や野菜の栽培活動
を積極的に行い、
野菜の収穫後園内
で食す、家庭に持
ち帰る等。 

・花育活動を推進し、
園舎内外の花を育
てる活動を親子で
１回子供だけで１
回実施する。 

・親子栽培は、登園時
に保護者と水やり
して生長を喜ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

3.7 

野菜や花の栽培や身
近な自然の事象に関
心をもち、食に対す
る関心や自分で育て
たことへの満足感を

もつ。 
育てた野菜に愛着を
感じ、進んで食すこ
とができるようにな

る。 

 
 
 
 
 
 

3.5 

・花育や親子で夏野
菜の栽培と収穫を

する。 
・サツマイモ（プラ

ンター） 
・秋・冬野菜の栽培
と収穫と調理して

食す。 
・学級ごとに 
春秋植えの花植 

・育てた野菜を調理してもらって他の学級にも食べて
もらえた。 

・ポップコーンとコスモスは十分に育たなかった。何
故ダメだったのかを再考し、次年度も栽培するなら
ば対策をして、できれば子どもたちに「育てた物が
実る喜び」を味わえるようにする。 

・親子で登園時に水やりをしてもらえたのは良かっ
た。 

・野菜の栽培と花の栽培も両方親子ですることが難し
かったが、季節の花（例・おしろい花・コスモス：菜
の花等）遊びや種取等遊びにも生かせるので、学級
でプランターや花壇で花の栽培をして、花への関心
を高める。 

・年中は夏野菜をキュウリにして良かった。 
 子どもも食すことができたようだ。その効果を考え
ると、園で野菜の栽培をする良さがあるが、苦手な
ものを遠ざけるのではなく、食べる工夫を家庭でで
きるように、園から発信をするようにしていく。 

・保護者から、家に帰るとすぐに暑さでダメになって
しまった、という声があり、実がならなかった幼児
もいた。近年の暑さを考慮して、置く場所の工夫な
どをしてもらうとよいのではないか。 

 
 

教師との信頼
関係を基盤
に、一人一人
が自己発揮し
ながら、意欲
的に遊びに取
り組む環境構
成をする。 

聞く・話す・伝える
楽しさを体験させ、
人と関わる心地よ
さを実感させる。特
に外国人幼児が多
数在籍しているの
で、コミュニケーシ
ョンの支援を支援
していく。 

・幼児の話をよく聞
き、日々の会話を
楽しむ。また、 

 思ったことや感じ
たことを伝える機
会を大切にする。 

・絵本や物語の読み
聞かせを毎日 1 回
以上行う。 

・年間を通して、外国
語や外国の生活が
分かる絵本を取り
上げて読むなど、
親しむ機会を多く
する。 

 
 
 
 
 
 
3.5 

幼児一人一人が、生
き生きと人と関わ
り、教師や友達と会
話を楽しむ姿が増加
する。 
外国語の歌に親し
み、歌うことを楽し
める曲を学期に 1 曲
以上経験する。 

 
 
 
 
3.5 

・日常保育の中での
会話 
・絵本・紙芝居（外国
の絵本や歌） 
・話し合い活動 
・英語で遊ぼう 活
動 

・外国語の挨拶などは学級で取り入れたが、絵本をあ
まり取り入れることができなかったため、意識して
入れていくようにする。 

・「えいごであそぼう」のときに英語の絵本を読んだの
は良かったので「今日は英語の絵本の日」と決めて、
取り入れるようにする。 

・英語で遊ぼうの中に気に入った歌があったので、カ
セットにしたところ、繰り返し聞いて楽しんだり口
ずさんだりする様子があったので継続していく。 

 



幼児の興味・関心を
捉えた遊びや環境
の提示をし、自発的
に活動するための
力を育成する。 

・週案に、その週に提
示した環境につい
て必ず明記する。
また、ねらいを達
成するための環境
構成になっている
か、保育室の環境
を見ながら構成し
ていく。 

 
 
 
 
3 

どの学年の幼児も、
自発的に遊びに取り
組み、豊かな遊びが
行われるように興味
関心を捉えた環境構
成を工夫する。 

 
 
 
3.3 
 

・自発的な遊びの充
実 
・季節や行事の経験
を積極的に取り入れ
ていく。 

・秋の自然物遊びが少なかった。竹町公園の自然マッ
プを親子自然教室に合わせて作成して掲示した物を
見ることで興味・関心をもてるようになった。次年
度は保育中に触れることができる小学校校庭のマッ
プを作り、身近な植物への関心を高めていきたい。 

・幼児の興味関心に沿ったという点が十分にできてい
なかった部分もあるので、幼児が楽しんでいること
を捉えられるように努めていく。 

・幼児が自発的に遊びに取り組むときに、幼児が使い
やすく使いたい時に必要なものが選べる制作コーナ
ーを意識して用意しておく。 

・落ち葉をどんなふうに生かせるか、今年の取り組み
を指導計画に書き入れてほしいです。・落ち葉をどん
なふうに生かせるか、今年の取り組みを指導計画に
書き入れるようにする。 

・季節感のある遊びや、経験したことを遊びに取り入
れることを意識して特に二学期は環境を用意した。
そこに自分の関わり方が難しく、手を出しすぎてし
まうので、意識して幼児に任せて本人の取り組みを
認める。 

 

個
の
育
ち
と
協
同
的
な
学
び
の
場
を
保
障
す
る
幼
稚
園 

 

・人材育成
を強化し、
教師一人
一人の保
育の質の
向上を図
り、確かな
幼児理解
のもと、そ
の時期に
適切な教
材や、活動
を取り入
れた教育
活動を実
践する幼
稚園を作
る。 

人材育成を重
点課題と捉
え、個々が幼
児理解を深
め、幼児の発
達や小学校教
育への移行を
意識した保育
の実践をす
る。 

園内研修をすすめ、
3 年間の幼児の発
達の姿を捉える。 

・講師を招聘しての
園内研究会を実施
し、幼児理解に努
め保育の質の向上
を図る。 

 
 
 
4 

教師の幼児理解が深
まり、発達を踏まえ
た指導のねらいを明
確にしていく。 

 
 
3.5 
 

・園内研究会  
・特別支援情報交換 
・週や日のねらいと
評価をする 

・講師の先生にご指導いただいて幼児理解の視点等ヒ
ントをいただけたので、指導のねらいを明確にして
保育をして、幼児理解と指導の狙いがあっていたか
どうかの評価を自身でしていく。 

・特別支援について、研修で学んだことを支援員さん
と共有したり一緒に考えたりして連携を意識して行
うことで、幼児理解が深まった。 

・担任は一人一人の幼児への願いをもって指導してい
た 

・園内研、特支研ともに講師の先生から教えていただ
き意識することで、自分の保育を考えるきっかけに
なった。支援をするところと見守る所とできること
を増やして、自立を促す支援を検討していく。 

 

週案の打ち合わせ
を通し、園全体の幼
児一人一人の実態
や課題、指導につい
て毎月の実態や変
容を共通理解する。 

・週案の打ち合わせ
を実施し、そこで、
各学級の実態や課
題、前月指導して
きたこと等を出し
合い共通理解す
る。 

 
 
 
3.7
5 

どの教諭も、園全体
の幼児の実態を把握
し、指導の方針を共
通理解している。 

 

 

4 

・週案打ち合わせ 
・日常の情報交換 

・週案の時間は確保が難しかった。休憩時間以降の１
時間で行い残りの３０分は残務処理をして、保育園
の送迎中の先生が５時に退勤できるようにする。 

・毎日の反省と翌日の計画をして、今週の保育で子ど
もたちはどのような経験ができたのか、継続や改善
が必要か、評価・改善策から絞って週案会で話すこ
と。 

・気づいたことをその都度情報共有できて良かった。 
・朝、登園前の預かりがあり、朝会ではなく夕会にし
たが時間的に厳しかった。しかし、翌日の保育で学
級がどう動くかを週案や夕会で共有できると良い。
必要に応じて、臨時の打ち合わせをしていく。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一人一人が自己の
課題を明確にして
資質向上を目指し、
保育実践に当たる。 

・自己申告に自己の
課題を明記し、そ
の課題に向けて取
り組みたいことを
記載する。 

 
 
 
4 

個々の課題に対す
る、取り組み指標、成
果指標が７０％以上
を達成する。 

 
 
 
3.7
5 

・自己申告の作成と
反省 

・評価や、年度末の自
己評価 

 
 
 
・自分が思っている課題に向かって取り組んでいく。 
・まだ取り組めていないこと、不十分な部分は引き続
き取り組んでいきます。 

・自己の課題で取り組めなかった部分がある。 
・自分の分掌が滞ってしまったことがあったので、先
回りして計画できるようにしていく。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
働き方改革の
意識を持ち、
効率の良い仕
事の仕方と、
自己啓発に努
める。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会議の時間短縮、効
率の良い分担、パソ
コン上での情報共
有を推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・会議は終わり時間
を設定する。ペー
パーレス化を進め
る 

・時間外労働を一人
月に 25 時間以内
にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教諭一人一人が、健
康で意欲的に仕事に
取組むように、保育
の疑問や不安を解消
する機会をつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.2

5 

 
 
 
 
 
 
 
 
・教育計画のデータ
化。省力化できる
仕事の工夫。 

・自分の保育に自信
をもつ 

・時間外労働は減っているが、自分の保育に自信をも
つことは難しい➡以下方法として 

＊週案会や園内研究会で、他の先生の考えを聞いて最
後に互いに良かったところを伝えあったり、認め合
ったりする時間をつくる。 

＊気が付いたときに、「良かったよ」と声を掛け合う。 
＊研修や園内研究などを通して学んだことを保育に取
り入れて実践してみることで、保育力をつけて自信
をもてるようにする。 

＊毎日の評価・反省を書くときに、子供の姿のここが
良かった。自分の指導のこれが良かったから。とい
うプラスの評価と子どもの姿のここはもう少しか
な、自分の指導で何を工夫・改善したらよいかとマ
イナス評価に手立てを入れる。夫々の評価を項目建
てして毎日書く。それを１週間続けて、自分自身を
評価できたことを振り返ること、それを積み重ねる
ことで、自分で自分を認められる.ようになります。 

・会議の開始時間を決めたのは、効率的になったと思
う。 

・手紙の作成や書類がデータ化されたことや、出席簿
や指導要録のデータをプリントで就学先に送れるよ
うになって業務の負担は減った。 

・子どもたちが帰った後に自分の園務がありますが、
優先順位をつけて、園でなければできない仕事（個
人情報のあるもの）をする。教材の準備など、お願
いできるところはやってもらっているので、そのほ
か自分でなければできないもの等、期限をつけて準
備をして、持ち帰り仕事を減らすようにする。 

 

幼
児
・
保
護
者
・
教
職
員
が 

共
に
育
つ
幼
稚
園 

 
 
 
 
・家庭教育
を支援し、
互いに信
頼し合い
ながら、幼
児にとっ
てより良
い生活を
構築して
いく幼稚
園を作る。 

 

新しい生活習
慣 

定着と、規範
意識の育成
を図る。 

 

保護者と連携をと
りながら、一人一人
の発達に応じて、基
本的生活習慣を定
着させるよう指導
する。睡眠や食事等
健康的な生活習慣
を、意識して動ける
ようにする。 

・毎日の生活の中で
の指導を積み重
ね、学級便りや、懇
談会の際に幼児が
身に付けられるよ
うに具体的な例を
あげて家庭で協力
して行ってもらう
内容をしっかりと
伝える。 

 
 
 
 
 
3.7
5 

自分の持ち物の始
末、うがい・手洗い、
着替え、昼食の準備
片付け、遊具の片付
け等が自発的にでき
る。 

 
 
 
 
3.2

5 

・学級通信による指
導の実情伝達と家
庭への啓発。保護
者会での指導の効
果の報告。 

・学級便りや懇談会などで保護者に生活習慣の課題を
伝えてきた。 

・懇談会や学級だよりで、写真を取り入れ、育ちを伝
えることは有効だったと思う。 

・指導の結果の報告はとても大切だと思う。幼稚園で
行った成果を家庭に伝えほしい。 

・短時間の家庭とはコミュニケーションをとる機会が
多かったが、長時間の家庭は難しかった。写真を出
したのは効果的だったと思った。 

 
 

日常のあいさつや、
規範意識にかかわ
る指導を日常的に
行い、幼児が自分で
考えて行動できる
ようにする。 

・あいさつ、返事、し
てよいことやいけ
ないことについ
て、年齢に応じた
指導を、幼児の心
に響くかたちで、
日常的に行う。 

 
 
 
4 

気持ちのよいあいさ
つ・返事を自発的ま
たは、相手の挨拶な
どを受け止めて行う
ことができる。 

 
 
 
3.5 

・視聴覚教材の利用
（絵本や紙芝居）・
教師の語りかけと
気持ちのよいあい
さつの実施。 

・自分から挨拶する幼児が増えたが、相手の気持ちを
考えて言葉を選ぶことが難しい。 

・個人への指導は日々行ってきたが、学級への共有は
弱かったと反省している。 

・誰かに起きた事として、全てを共有しなくてもよい
ですが、年齢に応じて、学級全員の生活に関わるこ
とは、共有して、「自分たちの生活をよくするために、
自分事として捉える」習慣をもつように指導するこ
とが大事 

 

幼児教育への
保護者の理解
を深め、共に
育てていくと
いう意識を高
める。 

保護者が幼児の成
長や幼稚園の活動
の理解を深める機
会の充実のための
工夫を図る。 
・就労する保護者が
保育の参観をでき
るよう期間を設け
るなど日程の工夫
する 

・保護者に参加や参
観の機会やお便り
等で知らせる機会
を増やす。保育の
ねらいや担任が構
成する環境の意味
や幼児にかける言
葉かけの配慮等の
発信をする。 

 
 
 
 
 
3.7
5 
 

園評価で 80%以上
の保護者が評価。 

 
 
 
 
 
3.5 

・学級だより 園だ
より 

・ホームページのブ
ログ 

・掲示 

・ＴＴの先生がブログをアップしてくれたが、自分と
してはできなかった。 

・HP に関しては、３学期に 1 人一回ずつアップして
みる。来年度は、例えば、月ごとに担当を年間で決
めておく。担任が月に１回上げる＋TT も月に１回
あげると、年間２４記事アップできる。 

・預かりが始まって短時間で帰る幼児の保護者に発信

 
 



した内容をボードに書いて読んでもらうようにして
いるが、伝わり切れていないと思うので、目立つボ
ードに変えて、見てもらうよう引き続き発信してい
く。 

・保育の意図や環境に教育的意義をもって構成してい
ることを保護者全員に知ってもらうためには、せめ
て、学級だよりを月に１回園だよりと同じタイミン
グで出すことで、分かってもらえるので発信してい
く。 

地域の方や保護者
が、幼児教育・子育
てに関心がもてる
様、園からの発信を
強化する。（配布物、
ホームページ、講
話） 

・週末にはホームペ
ージの更新をし、
その週の幼児の生
活や発達の姿を知
らせる。 

・保護者同士が懇談
し子育てについて
話す機会を年２回
設けるようにす
る。 

 
 
 
 
3 

幼児の発達や、幼稚
園の教育内容が、園
評価で、80%以上理
解される。 

3.7
5 
 

・保護者会・学級懇談
会 
・園だより・学級だよ
り 
・ホームページでの
発信 

 
・保護者同士が子育てについて話せる機会を作った。 
・同上です。 
・学級懇談会の時に保護者が少人数のグループで話す
ようにしたことが良かった。最後にグループで話し
たことを共有して、担任がコメントをすると良いと
思う。 

 

地
域
・
家
庭
と
の
連
携
を
大
切
に
し
た
、 

魅
力
あ
る
幼
稚
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・PTA や、
地域との
関わりを
大切にし、
その力を
最大限に、
教育活動
に活かす
幼稚園を
作る。 

 
 
 
 
 
 
 
出来る範囲で
地域・PTA・
小学校と円滑
な連携をすす
め、教職員・
保護者同士の
つながりを広
げる。 
 

 
 
地域の方々と保護
者の方々をつなぐ
役割を意識し、出来
る範囲で情報を伝
え合い、交流できる
機会作りをしてい
く。 
就労支援の預かり
保育の開始に伴い、
働く保護者も園行
事や PTA 活動に参
加できる内容にす
る。 

 
 
・学びのキャンパス
プランニング事業
や、地域の施設を
活用した活動、本
園独自の体験活動
を組み込み、幼児
が豊かな体験活動
ができる機会を増
やしていく。 

・就労する保護者も
園行事や PTA 活
動に参加できるよ
う、年度初めに日
程や内容を周知す
る。 

 

 

 

 

 

4 

 
 
保護者が積極的に園
の教育に関心をもて
るようになる。 
保護者のアンケート
により課題があった
項目について、３学
期には、数値が向上
するように取り組
む。 

  
 
 
 

4 
 

 
 
・土曜保育参観・地域
散策と公園の利用 
・地域の伝統行事 
・地域の方と歌や昔
遊び等の交流をす
る 

・コンサートの実施 

 
 
・就労している保護者も園行事になるべく参加しよう
としてくれていた。 

・保護者会含め、保護者参加行事をすべて登園後にし
たのは、来年度も引き続き行う。 

・3 歳の預かり保育の方々は、初めのいくつかの行事
を個別に声掛けし、参加の有無を聞けたことがよか
った。その後の習慣につながった。 

 

 
 
 
小学校・中学校と可
能な交流をすすめ、
互いの教育内容を
理解したり、園児・
児童の交流の機会
を多く作ったりす
る。 

 
 
 
・小学校・中学校と可
能な交流活動を行
う。 

・教員同士の授業・保
育の参観、研究会
に参加を学期に 

 １回はできるよう
にする。 

 
 
 
 
 
3.2
5 
 

 
 
 
・幼児・児童交流の振
り返りや教員の研修
会参加後の気付きに
ついて情報共有を学
期に一回はする。 

 
 
 
 
3.2

5 

 
 
・小学校と合同の体
験活動 

・教員の交流と勉強
会 

 
 
・たいとう保育園、平成小学校との交流を行えたこと
で、子どもたちが同年齢の園外の友達や小学校の児
童を身近に感じることができた。また、その後情報
共有し、お互いの子どもの反応も知ることができた。 

・年中は３学期に４年生と交流したいと考えている。 
・幼児の交流は良く行っていたと思うが、教員同士の
交流は難しかった。 

・幼稚園の園内研究日に指導案を増し刷りして、小学
校の先生方にご案内して空いた時間に見に来てもら
う。 

・小学校が水曜日の校内研究をする日に幼稚園の午前
保育の日を合わせて授業を見せてもらうようにす
る。 

 

 


